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Ⅰ 緒言
　看護基礎教育検討会の報告書（令和元
年 10 月）では、看護師等養成所の運営に
関する指導ガイドラインの看護師に求めら
れる実践能力と卒業時の到達目標の改正案
が提示されている。これには、『根拠に基
づき、看護を計画的に実践する能力』とし
ての構成要素であるアセンスメントの卒業
時到達目標を「健康状態のアセスメントに
必要な客観的・主観的情報を系統的に収集
する」とし、提示された改正案では情報の
系統的収集が強化されている（１）。看護
学の学士課程教育における実習のあり方に
ついて、学生が実習で身につけるべき能力
として〈現象から発見した課題を論理と結
びつけ、意味づけられる力〉、〈語ることが
できる力〉、〈自立して学習し続けられる力
〉が挙げられている（２）。現象から課題
を発見し、意味付け、適切な援助を考察す
るには、現存する事実や事象を意図的に捉
える力が不可欠である。このように、学生

にとって観察は習得すべき重要な能力であ
る。
　看護実習の方法については、患者の個別
受け持ち制が通例であり、これにより、対
象とのコミュニケーションの方法や援助的
人間関係形成の方法など重要な学習が可能
となっている（３）。大部分の大学では 1年次
もしくは 2 年次に基礎看護学実習を履修し、
学生は患者を受け持つ経験をする。A 大学
では 1 年次に基礎看護学実習Ⅱを履修し、
初めて一人の患者を受け持つ。看護実践能
力育成における臨地実習の意義は、学生は
対象者に向けて看護行為を行う過程で、学
内で学んだ知識・技術・態度の統合を図り
つつ、自ら実地に検証し、一層理解を深め、
看護の方法について「知る」「わかる」段
階から「使う」「実践できる」段階に到達
させるために不可欠な過程（３）であり、
学生は患者を受け持つ経験を通して実践経
験を培うことになる。
　学生の臨地実習については、4 年次の技
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術経験と到達レベルを明らかにしたもの（４）、
卒業年次学生の看護技術到達度と臨地実習
での経験状況を明らかにしたもの（５）、
臨地実習における看護技術の習得状況を新・旧
カリキュラムで比較したもの（６）、初めて
受け持ち患者を持ち、看護過程を展開する
実習での看護技術経験状況（７、８）や技
術経験の達成度（９）を明らかにしたもの、
その文献検討（10）などであり、いずれも
看護技術についての報告である。学生の行
った観察内容に着目した報告は、看護師が
行う看護活動を捉えたもの（11）であった。
また、眼球運動に着目した学生の観察力に
ついては、実践能力の高まりに伴う危険予
知力の変化を明らかにするために注視時間・
注視回数・記憶項目・判断理由に着目して
看護大学 1 年生と 4 年生の危険予知の特徴
を明らかにしたもの（12）、3 年生を対象に
した静止画面による視線計測とアンケート
調査によるもの（13）、眼球運動指標を用
いて看護学生の危険認知力と反応時間との
関係を検討したもの(14)、看護師・学生の眼
球運動と危険予知についての文献検討（15）等
がある。場面から情報を捉える力の変化を
仮装場面での学年比較で検証した報告があ
る(16)。しかし、臨地実習での学生の観察
視点とその変化に言及した報告は見あたら
ない。
　本研究では、現存する事実や事象を捉え
る力を観察力とし、初めて患者を受け持っ
た学生が何を捉えているのか、着眼した内
容から学生の観察の視点を明らにした。加
えて、実習日数の進行に伴う学生の観察の
視点の変化に着目した。学生の観察の視点
とその変化を明らかにすることは、学生が
受け持ち患者を理解することやアセスメン
ト・看護計画立案の支援に反映できるとと
もに、学生の成長に応じた実習指導実践の一助
になることが期待される。

Ⅱ 目的
　初めて患者を受け持つ実習での学生の観
察視点と実習の進行に伴う観察の視点の変
化を明らかにする。

Ⅲ 方法
１．研究デザイン
　自由記述文の内容分析による質的研究デ
ザイン

２．対象
　ヘンダーソンの看護理論(17)について学
習し、基礎看護学実習Ⅱを履修する A 大学
看護学部 1 年生で同意が得られた 23 名の
うち、病棟で患者を受け持った 6 日間の全
ての日で観察記録用紙に記述した 9 名の観
察記録用紙の内容を分析対象とした。

３．データ収集方法
　病棟実習 8 日間のうち、病院オリエンテ
ーション及び祝日を除いて患者を受け持っ
た 6 日間を調査日とした。受け持ち患者の
病床を訪問した際に観察したことを「観察
記録用紙」に記述してもらった。観察記録
用紙は、実習日時、実習日数（○日目）、
観察した内容の項目が記されており、学生
が観察したことを自由に記述する様式で A4
用紙１枚（6 日分 6 枚）である。記述時間
の目安は 10 分程度である。看護記録を含
む医療記録からの情報や担当看護師の申し
送りで知り得た情報については記述しない
ことを説明した。本研究では、学生が直接
見たこと、学生が聞き取った受け持ち患者
の発言、その他学生が用いた方法はすべて
観察として扱った。
　受け持ち患者の病床訪問時以外に学生が
看護師の申し送りや看護記録から得る可能
性のある情報については、臨地実習の特性
上、回避することはできない。これらの方
法で得た情報は、学生が患者を観察するき
っかけになりうるが、学生が観察記録用紙
に記述する内容は意図的行動としての観察
を経たものである。以上のことから、観察
記録用紙に記述した内容は「学生が受け持
ち患者について必要と判断し観察を行った
もの」と解釈する。

４．データ収集期間
　20xx 年 11 月～12 月中の 6 日間

５．分析方法
　観察記録用紙に記述された内容を精読し、
記述内容から「受け持ち患者を訪問した際
に観察したこと」に該当する部分を抽出し、
ひとつの内容ごとに区切ってコード化した。
これを研究者がヘンダーソンの「基本的看
護の構成要素」の 14 項目、基本的欲求に
影響を及ぼす常在条件、基本的欲求を変容
させる病理的状態、その他に分類し、内容
を分析した。分析にあたっては研究者間で
コード抽出および分類について検討した。
なお、分析の信用性を確保するために質的
研究に精通した看護学研究者のスーパービ
ジョンを得た。

６．基礎看護学実習Ⅱについて
　A 大学の基礎看護学実習Ⅱは 1 年次
の 11～12 月に履修する。実習目的は「入
院という特殊な生活過程にある対象（患者）
に対して、より健康的な日常生活への意図
的な援助を行い、対象（患者）の看護上の
問題を解決するための看護過程展開の基本
的能力を習得する。また、その実践体験を
通して、看護の目的、役割、機能について
理解を深める」である。その中でも個別の
患者のより健康的な日常生活に向けた看護
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過程展開に必要な全体像を把握するために、
患者の基本的なニードをアセスメントし、
看護の必要性を判断するための情報収集に
焦点を当てている。そのため、一人の患者
を受け持って実習を行う。実習期間は 2 週
間、そのうち臨床での実習は 8 日間である。
A 大学の基礎看護学実習Ⅱで学生が受け持
つ患者は、「言語障害や軽度の認知症があ
っても会話が可能で日常生活の援助が必要
な人」を条件としている。
　学生は基礎看護実習Ⅱの履修前に看護学
概論および基礎看護学Ⅰ～Ⅲ（基本技術論、
生活援助論、診療に伴う援助論）を履修し
ている。ヘンダーソンの看護理論について
は、基礎看護学各論Ⅳで学習した。
　先行して履修する基礎看護学実習Ⅰは 1 年
次の 6～7 月に履修する。実習目的は「基
礎看護学で履修した看護の目的及び対象に
ついて、実習を通して体験的にその理解を
深める」である。乳幼児及び高齢者を対象
とし、幼稚園・保育園と老人施設で 2 日間
ずつ実習を行っている。

７．倫理的配慮
　本研究の協力者である学生には、研究目
的、倫理的配慮、調査への参加は学業成績
とは無関係であること、学術的公表の可能
性、協力は自由意志であり、参加の有無や
中断による不利益はないこと、プライバシ
ーは保護されることについて文書と口頭で
説明し、協力を承諾した者から同意を得た。
観察記録用紙の提出は義務ではなく、記述
する日としない日があっても良いものとし、
説明した。

Ⅳ 結果
　学生が観察した内容として 432 コード
が抽出された。抽出されたコードをヘンダ
ーソンの看護理論の『基本的看護の構成要
素』（14 項目）、『基本的欲求に影響する常
在条件』、『基本的欲求を変容させる病理的
状態』と『その他』に分類した。

１.学生が観察した項目
　学生が捉えた受け持ち患者に関する情報
量を俯瞰するために、実習日別数的内訳を
表 1 に示す。観察された量を比較するため、
抽出されたコードを『基本的看護の構成要
素』の 14 項目、『基本的欲求に影響する常
在条件』、『基本的欲求を変容させる病理的
状態』、『その他』毎に数値化した。6 日間
の受け持ち期間で学生が観察記録に記述し
た内容は『基本的看護の構成要素』に関す
るものが 328 コード、『基本的欲求に影響
する常在条件』が 23 コード、『基本的欲求
を変容させる病理的状態』が 6 コード、『
その他』が 75 コードであった。実習日毎
のコード数では初日が最も多かった。

　『基本的看護の構成要素』の 14 項目は、
全項目が観察されていた。『基本的看護の
構成要素』のなかで学生が多く観察してい
たのは、姿勢・移動（運動）59 コード、
食 47 コード、コミュニケーション 43 コ
ード、睡眠・休息 37 コード、呼吸 33 コ
ード、清潔 32 コードであった。観察が少
ない項目は、学習 4 コード、信仰・思想・
価値観 4 コード、衣 6 コードであった。
観察コード数が多かったコミュニケーショ
ン項目の 43 コードのうち、18 コードが
初日に観察されていたが、それ以外では初
日に偏りは見られなかった。学生が捉えた
観察内容の経時的変化は、『基本的看護の
構成要素』のうちコード数の多かった姿勢
・移動（運動）を表 2、食を表 3 に示す。
　『基本的欲求に影響する常在条件』の内
訳は、年齢 3 コード、気質９コード、社会
ないし文化的状態 3 コード、身体ならびに
知的状態 8 コードであった。
　姿勢・移動（運動）、食以外の『基本的
看護の構成要素』の 12 項目は項目別に
表 4、表 5 に、『基本的欲求に影響する常
在条件』、『基本的欲求を変容させる病理的
状態』および『その他』の内容は表 6 に示
す。「　」は『その他』のカテゴリを形成
したコードの代表例である。
　『その他』では、学生は、「光が差し込
んでいて明るかった」、「ベッド上にはティ
シュ（箱ごと）とティシュのゴミいれが置
いてあった」、「ベッドのお布団カバーに食
べこぼしが目立つ」など、病室・病床など
の〈患者を取り巻く物理的環境〉に関する
こと 45 コード、「入り口のところにお嫁
さんが立っていた」、「同室者が 1 人増え
て 3 人となっていた」などの〈患者を取り
巻く人的環境〉を捉えた 4 コード、「点滴
を始めて、左手に点滴をしていた」、「顔を
しかめることがあった」、「朝食は何を食べ
たか忘れている」などの〈その日の患者の
状態〉を捉えた 16 コード、〈その他〉と
して「今年のお盆くらいから体調を崩し、
今回で 3 回目の入院」、「本日より外泊予定
で、ご主人午後迎えに来る」、「髭剃りの音
に合わせて『ウーン』と言いながら髭を剃
っていた」の 3 コードを捉えていた。
　表 2、表 3、表 4、表 5、表 6 ともコー
ドは代表的なものを抜粋した。

２．観察内容の継続と変化
　学生の観察内容の変化について、例を
表 7、表 8 に示す。
　学生は前日あるいは数日前に観察したこ
と、学生自身が把握している状態と異なる
こと、同日内で変化したこと等を捉えてい
た。学生 A（表 7）の呼吸についての記述
から、初日に受け持ち患者の「呼吸はもう
えらくない」の発言を捉え、4 日目に「咳
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が出なくて楽になった」
という発言と、実際に
咳が少なくなったこと
を観察していた。2 日
目・3 日目は呼吸につ
いての観察は記述され
ていないが、4 日目に
は以前に自らが観察し
た事実と比較して記述
していた。また、学
生 E（表 8）は受け持
ち患者の呼吸について、
1 日目は記述がなかっ
たが、受け持ち患者の
咳嗽を捉えた 2 日目に
は「昨夜から咳」、3 日
目「昨夜、咳が出て（寝
苦しかった）」、4 日目

「乾性咳で鼻水か出る」
と受け持ち患者との会
話から情報を得ながら、
5 日目には「時折咳を
している。乾いた咳で
ある」と咳が出る頻度、
どのような咳をしてい
るかを観察しており、
6 日目には「マスクも
咳もしていない」など、

表 1　学生が捉えた対象者に関する情報のコード数

表２　学生が観察した姿勢・移動(運動）の情報 (一部抜粋）
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咳嗽の状態に加えて、セルフケアに関連す
る内容も観察していた。患者の状態が変化
していく様子を継続して観察していた。食
については「食欲不振」という発言を受け
て、食欲の前日との比較や食事形態の変化
等、関連する情報を捉えていた。
　表 2～6 より、学生は受け持ち患者が自
立していることとニーズが阻害されている
ことの両方を捉えていた。特に患者のニー
ズが阻害されている部分については、それ
が短期間であれ長期間に及ぶものであれ、
継続した観察を行っていた。

３．学生が行う情報収集の方法
　本研究では、学生は看護師の申し送りや
看護・医療記録からの情報ではなく、受け
持ち患者について学生自身が観察した内容
のみを観察記録用紙に記述してもらった。
学生は視覚から入る情報と受け持ち患者と
のコミュニケーションから得られる情報を
捉えていた。抽出されたコードには、「光
が入って暖かい」、「いつもしないような匂
いがしている」などを捉えており（表 4、
表 6）、観察は受け持ち患者の病室に入室
する瞬間から始まり、病室内の匂いや温か
さなどを温度覚や嗅覚を用いていた。また、

「手を触れると温かい」、「（手を触れたところ）
昨日のように熱くなかった」等、学生自身が
受け持ち患者に触れて情報を得ていた。

Ⅴ 考察
　本研究の結果、初めて患者を受け持つ基
礎看護学実習で学生は、実習の全期間を通
して受け持ち患者を観察していた。既習で
あるヘンダーソンの看護理論で分類し、観
察の視点を検討したところ、受け持ち患者
について学生は全般的に情報を得ていた。
また、学生は受け持ち患者の状態に合わせ
て観察の視点を焦点化したり、継続したり、
新たな情報を捉えたりしていた。なかでも
発熱や呼吸苦など、受け持ち患者に生じて
いる苦痛となりうる現象には、連日焦点を
合わせて観察していることが明らかになっ
た。また、学生は視覚情報だけなく、意図
的な行動や質問を通して能動的に情報を得
ようとしていることが明らかになった。
　これらを踏まえて基礎看護学実習での 1 年
生の受け持ち患者を観察する視点の特徴と
実習経過に伴う変化について考察する。

１．基礎看護学実習で学生が行う観察の視
点の特徴
　本研究では、学生は受け持ち患者に関す
る情報を全般的に捉えていた。また、患者
についての情報から、病床や病室の環境に
至るまで情報として捉えていた。看護師と
学生の注視行動と危険認知の比較を行った
研究（18）では、学生の注視行動は看護
師に比べて広範囲にあり、くまなく危険を

表３　学生が観察した食の情報 (一部抜粋）
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表４　学生が観察した情報：呼吸、体温、循環、排泄、睡眠・休息、衣、清潔 (一部抜粋）

表５　学生が観察した情報：危機回避、コミュニケーション、信仰・思想・価値観、達成感、遊び・リクリ
エーション、学習  (一部抜粋）



医学と生物学 (Medicine and Biology)

7

探索する傾向にあることが報告されている。
視線計測システムを用いた看護師と学生の
視覚実験では両者の注目エリアは異なって
おり、看護師は患者の観察時に知識や経験
から必要な情報を得るために注視点が限局
化しているが、看護学生はまだ患者の観察時
の視点が定まっていないとの報告もある（19）。
どちらも学生の観察の視線が注がれる範囲
は広いことは本研究で得られた結果と同様
である。成人看護学領域でシミュレーター
を用いて即座に初期対応が必要な状況を設
定して行われた学生の観察力の調査におい
て、学生は多くの情報を得ようとする観察
行動が報告され、学生の観察力の現状とし
て状況判断能力の欠如傾向が指摘されてい
る(20)。つまり、経験や知識が少ないほど、
情報を得るために観察範囲が広範囲になる
と言える。基礎看護学実習では、学生は受
け持ち患者への看護の必要性を判断する目
的を持って観察を行うが、観察したいこと
が焦点化されにくいため、観察の視点は広
範囲に及んだ可能性が推察される。１年次
の初回臨地実習でも患者や患者との関係に
関心が向き、意図がある学生の発言は、看
護学に関する専門的知識が浅いながらも、
自分の考えや客観的情報を表明したり、相
手とのコミュニケーションを受け取ったこ
とを伝えようとしていることが報告されて

いる(21)。この点から考えれば、学生は疾
患や治療から看護介入が必要な点を予測す
る力は未成熟であるが、受け持ち患者を理
解しようとする姿勢から、観察範囲が広範
囲になるとも言えるだろう。
　ヘンダーソンの『基本的看護の構成要素』
から学生が多く観察していたのは姿勢・移
動（運動）、食であった。姿勢や食の項目
は患者の動きが捉えやすく、初学者の学生
には視野に入りやすいため把握が容易であ
ったと推察できる。次いで多く観察されて
いた呼吸や体温などは、既習のバイタルサ
インの知識を活用することが可能であり、
学生は必要性を理解しているため意図的な
観察につながったと考えられる。１年次の
コミュニケーション展開の発話の特徴とし
て、コミュニケーションの意図の有無にか
かわらず、閉ざされた質問ではあるが、初
対面との時に質問することによって相手か
ら情報を得ようとする傾向がある(21)。多
く観察されていた食欲や睡眠は、閉ざされ
た質問として提示しやすく、返答も明確で
あることが多いため、学生にとって質問し
やすい内容であったと言える。学習、信仰
・思想・価値観の項目は抽出されたコード
が少なかった。３年次後期に行われる精神
看護実習で看護場面のプロセスレコードを
用いて他者理解と自己理解の計量化を試み

表６　学生が観察した情報：基本的欲求を影響を及ぼす常在条件、基本的欲求を変容させる病理的状態、
その他 (一部抜粋）
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表７　学生 A の観察内容

表８　学生 E の観察内容
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た調査では、看護学生は、患者の言動に注
目し、自己の言動と内面を自覚しているが、
患者の内面へはあまり注目していなかった
ことが明らかにされている(22)。また、
１年次学生のコミュニケーションについて
は、患者の話した言葉の中に含まれる「意
味ある言葉」に学生が気づけない、あるい
は言葉の意味を理解できないこと、会話が
続かなくなり沈黙が続くことへの恐れなど
により、唐突な話題転換や会話の終了に至
ること(23)、相手の反応の解読ができず対
応に戸惑うこと(24)が指摘されている。患
者の思想や価値観、自分史などは対象者の
内面に触れるため、高いコミュニケーショ
ン力が求められることから、学生には難易
度が高かったと推察する。
　基礎看護学実習Ⅱ（2 年次前期に実施）
での学生の学びについて、学生は受け持ち
患者の看護上の問題を抽出するためには、
疾患や治療についての専門的な知識の取得
と、個別性のある援助計画が立案できる知
識の必要性を感じていたことが報告されて
いる(25)。１年次の基礎看護学実習Ⅱで学
生が行う観察は広範囲で、コミュニケーシ
ョン力が必要な項目は学生にとって観察し
にくいことが明らかになったが、このこと
は実習後の学生の学習意欲に効果的に働く
可能性が示唆された。

２．学生が行う観察の視点の実習経過に伴
う変化
　本研究では学生が観察した内容を記述し
た「観察記録用紙」を分析した。前述のよ
うに学生にとって視野に入るものは観察し
やすく、受け持ち患者が自ら発言した内容
や偶然視野に入ったことは受動的な情報の
獲得とも言える。シミュレーターを用いた
看護学生の術後患者の観察記録を調査した
報告では、看護における観察は知識に基づ
いた観察が求められるため、初めての経験
では目にしていてもそれが何を意味するか
わからないため記述されない観察項目があ
ることを指摘している(26)。これら点から、
学生が観察記録用紙に記述した内容は、患
者にとって意味あることと学生が捉えてい
たことを示すと言える。初回臨地実習での
学生のコミュニケーション展開の特徴は、
実習初日には意図のないまま患者に対面し、
コミュニケーションをしていたが、実
習 2 日目・3 日目には意図を持ってコミュ
ニケーションをしていること、初日に行う
患者との会話にはコミュニケーションの目
的が十分でなく、話題は頻繁に転換してい
たが、3 日目には意図をもち、看護と結び
つけて問題の原因・状況・患者への影響を
捉えようとしていたことから、３日間の実
習期間内で学生のコミュニケーション展開
に変化があったことが報告されている(27)。

受動的に得た情報も観察記録用紙に記述す
るには学生が必要な情報と判断し、選択し
た過程を経ている。学生の記述した観察記
録には患者の未充足なニーズが連日記述さ
れていたことから、当初は偶発的な把握で
あっても、学生が「受け持ち患者に関する
重要な事柄」と感じた場合は継続して観察
することに繋がっていた。これは学生が必
要な項目に焦点化して観察するようになっ
たためと考えられる。連日観察されている
基本的看護の構成要素項目を詳細に見ると、
学生が捉えた内容は日によって変化してい
た。新たに追加されたものや、途中で観察
されなくなったものがあった。学生 E（表
8）は患者の呼吸、体温・循環の項目で咳
や発熱を捉え、その状態が変化していく様
子を継続して観察していた。食欲不振とい
う受け持ち患者の発言を受けて、前日との
比較や食事形態の変化やセルフケア状況等
の関連する情報を捉えていたが、これは学
生が受け持ち患者の状態を捉え、状態に応
じた必要な観察を行おうとしているためと
推察される。学生はアセスメントをしなが
ら必要に応じて観察内容を変化させている
ことが示唆され、援助者として適切な観察
を行うために不可欠な能力として発展する
ことが期待できる。

本研究の限界
　本研究は学生の観察の視点とその内容を
観察記録用紙に記述された内容に限って分
析しているため、記述されなかった事柄に
ついては分析していない。また、学生 9 名
の観察記録を対象とした質的研究であるこ
とから一般化には限界がある。しかしなが
ら、臨地実習で初めて患者を受け持った学
生の観察の視点と実習経験による変化が明
らかになったことは、今後、学生の状況に
応じた学習支援を検討するための資料とし
て寄与できたと思われる。

Ⅵ 結論
　基礎看護学実習Ⅱでの学生の観察の視点
とその変化を明らかにする目的で調査を行
なった結果、以下のことが明らかになっ
た。
(1) ヘンダーソン看護理論の『基本的看護

の構成要素』は学生にとって受け持ち
患者の動きが捉えやすく観察しやすい
項目と、受け持ち患者の内面に触れる
高いコミュニケーション力がもとめら
れる観察しにくい項目があったが、実
習全期間を通して全般的に観察されて
いた。受け持ち患者のニーズの充足・
未充足に偏りなく観察している点は基
礎看護学実習Ⅱで学生が行う観察の特
徴である。

(2) 学生の観察の視点は広範囲に向けられ
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ているが、これは実習の進行に伴い、
受け持ち患者の状態に応じて拡大ある
いは焦点化していた。また、受け持ち
患者の状態に合わせ観察を継続もしく
は終了させていた。

(3) 学生は視覚や受け持ち患者とのコミュ
ニケーションだけでなく、温度覚や嗅
覚、触覚を活用して情報を得ていた。
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Analysis of students' observations in fundamental 
nursing practicum using Henderson's basic nursing 

care components
Hitomi Tanaka1, Yumiko Yamamoto2
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Summary
This study aimed to clarify viewpoints and changes to them in a clinical practicum 

where nursing students took charge of patients for the first time. Students in a 
fundamental nursing practicum were asked to write down everything they observed in 
an observation record form when they visited their patients. The written contents of 
nine students’ records were qualitatively analyzed. The results were classified using 
Henderson's Need Theory comprising 14 basic nursing care components. It became 
clear that there are components that are easy for a student to capture and observe, 
such as the patient’s movement, and others that are difficult to observe, which require 
communication skills. The participating students, however, managed to cover and 
record most of the components during the practicum period. The analyses of their 
observation records revealed that they recorded both unmet and fulfilled components 
in a fair manner. The observation range of the students was wide, and as the clinical 
practicum progressed, it was expanded or focused according to the condition of the 
patient, and the observation continued or was terminated. The students’ observations 
were based on their sense of vision, temperature, smell, and touch as well as on their 
communication with patients.
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